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■消費は弱含みも、投資、輸出が下支え 

足元のインドネシア景気は、底堅く推移し

ている。けん引役は投資と輸出である。 

10～12月期の総固定資本形成は、政府によ

るインフラ整備の進展等を背景に、伸びを加

速させている可能性が高い。インドネシアは、

鉄鋼等基幹産業の育成が遅れているため、イ

ンフラ整備に際してその多くを輸入している

が、2017年 10月の鉄鋼のドル建て輸入額は

前年同月比＋43.8％と 7～9 月期（前年同期

比＋31.3％）から一段と増勢を強めている（右

上図）。 

また、輸出も堅調である。先進国等主要輸

出先の景気回復を受け、2017年 10月のドル

建て輸出は前年同月比＋18.4％と高い伸びを

維持している。 

一方、実質 GDPの 55％を占める民間消費

は弱い動きとなっている。2017年 10月の実

質小売売上高指数は前年同月比＋2.2％と、7

～9月期（前年同期比＋0.1％）から持ち直し

たとはいえ、低い伸びにとどまっている。こ

れは、2017 年の最低賃金上昇率が 7 年ぶり

の低水準となったことに加え、夏場にかけて

のインフレ率の上昇による消費者の購買力低

下やマインドの悪化が尾を引いている模様で

ある。  

 

■バリ島火山噴火による悪影響長期化に注

意 

2018年前半は、内需がけん引役となり、景気は持ち直しの動きを強めると予想される。輸出は、

世界景気の持ち直しが下支えするものの、2017年入り後の高い伸びの反動から、増勢鈍化が見込

まれる。その一方で、インフレ率の上昇が抑えられるなかで民間消費が持ち直すほか、インフラ

整備が加速することで総固定資本形成も堅調に推移すると予想される。 

なお、先行きの景気を下振れさせかねないリスクとして、バリ島で 2017 年 9 月中旬以降、アグ

ン山の火山活動が活発化していることには注意が必要である。11月末には、噴火によりテンパザ

ール空港が 3日間に渡って閉鎖された。このため、2017年 10～12月期の観光客数の伸びは大き

く減速した可能性が高い（右下図）。観光収入等が反映されるサービス輸出は実質 GDPの 2％程

度のため、当面、経済全体への影響は限定的であるとみられるが、火山活動が一段と活発化すれ

ば、悪影響が広範囲に拡大する恐れもあるだけに、状況を注視しておく必要がある。 
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先行き景気は持ち直しへ 


